
社会福祉法人と社協が連携する“意味”
～住民の笑顔のために～

【 ふかや社会福祉法人社会貢献活動推進連絡会 】

社会福祉法人 邑元会
特別養護老人ホームあかつき
常務理事兼施設長 神戸 章

社会福祉法人 深谷市社会福祉協議会
次長補佐 荻原 祐輔



連絡会発足までの経緯 ①

➢きっかけ

⇒ 県社協の令和４年度「市町村域での公益的な取組促進

事業モデル事業」に申込み

➢近隣の市町村での取り組みを情報収集

⇒ 先行する寄居町・飯能市を参考に深谷市モデルを模索

⇒ 飯能市、寄居町は市町の全法人で連絡会を組織



連絡会発足までの経緯 ②

➢市内の社会福祉法人は、

社協を含め４１法人（分野重複除く）・ ６５施設

【高齢者１４施設、障害者１１施設、児童３９施設、社協】

深谷市は法人の数が多く、それぞれの
分野で行っている事業も異なる…
最初から全部の法人に声を掛けるのは

難しいのでは…？



連絡会発足までの経緯 ③

➢普段から福祉教育「福祉の心を育む交流事業」で繋がり

のあった高齢者施設を運営する法人に通知文を送付し、

会議を開催！

➢第１回の会議では７法人９名が出席

（全法人の出席は叶わず…）



第1回会議 （令和５年３月１５日） 

➢１回目の会議では、県社協及び先進事例として飯能市の

社会福祉法人理事長を講師として招いて「地域における

公益的な取組事業」について紹介いただく

➢参加法人がすでに実施している事業、これから取り組み

たい事業について意見交換

実現可能な案がいくつか・・・

「施設の空きスペース貸出」、「福祉教育の講師」

「小中学生の登下校の見守り」など…



アンケートの作成

➢「地域における公益的な取組事業」として社会福祉法人

が行うことの出来る内容を会議で出た意見や他市町村の

取組を参考にアンケートを作成し、各法人を『訪問』し

ヒアリング

➢アンケート内容を施設管理者（施設長・事務長）に説明

どこの法人にもあまり負担
を掛けずに取り組めること
はないだろうか・・・？



アンケート
項
目

具
体
的
な
内
容

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
車
」
に
登
録
し
、
児

童
・
生
徒
の
登
下
校
の
見
守
り
に
協
力

市
で
実
施
し
て
い
る
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
車
」
に
登
録
し
、

ス
テ
ッ
カ
ー
を
公
用
車
に
貼
付
。

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
た
車
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
や
利
用

者
宅
訪
問
等
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
児
童
・
生
徒
の
登
下
校

の
見
守
り
に
協
力
す
る
。

福
祉
用
具
の
貸
出

市
民
へ
施
設
備
品
の
車
椅
子
等
の
福
祉
用
具
の
貸
出
を
実
施
。

施
設
見
学
の
受
け
入
れ

民
生
委
員
、
自
治
会
等
の
見
学
受
け
入
れ
、
施
設
に
つ
い
て
の

説
明
。

職
員
の
講
師
派
遣

職
員
を
学
校
の
授
業
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
民
生
・
児
童
委
員
協

議
会
等
に
派
遣
し
、
福
祉
に
関
す
る
講
義
を
実
施
。

施
設
の
一
部
貸
出

施
設
の
会
議
室
や
多
目
的
ホ
ー
ル
等
を
高
齢
者
サ
ロ
ン
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
貸
出
。

必
要
に
応
じ
て
運
営
支
援
や
福
祉
相
談
に
応
じ
る
。

買
物
交
流
ツ
ア
ー
の
実
施

福
祉
施
設
が
車
両
及
び
、
運
転
手
を
派
遣
し
、
地
域
住
民
を

ス
ー
パ
ー
ま
で
送
迎
。

自
治
会
や
民
生
委
員
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
者
宅
の
訪

問
や
買
い
物
中
の
見
守
り
を
実
施
。

防
災
倉
庫
及
び
災
害
時
備
品
の
設
置

施
設
敷
地
内
に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
災
害
時
に
使
用
す
る
備

品
（
ス
コ
ッ
プ
、
一
輪
車
な
ど
）
を
保
管
。

平
常
時
は
施
設
で
備
品
は
使
用
可
能
と
し
、
発
災
時
に
地
域
住

民
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
備
品
の
貸
し
出
し
を
実
施
。

深
谷
市
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
事
業
（
案
）

※
回
答
欄
に
実
施
可
能
な
事
業
に
つ
い
て
は
〇
を
、
不
可
能
な
事
業
に
つ
い
て
は
×
を
記
入
し
、
FA
X
に
て

　
４
月
１
１
日
（
火
）
ま
で
に
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



施設ヒアリングの結果

➢高齢者施設には、必ず利用者が使うための「車椅子」が
ある

➢車椅子の貸出しは社協でも行っているが、社協まで距離
が遠く貸出しや返却が大変な地域も・・・

➢法人に打診してみたところ、全ての法人から貸出し可能
との回答を得る

車椅子ならどこの施設も
予備があるのでは・・・？



訪問先の施設で出会いが…！

➢訪問先の施設で公用車に貼られている

１枚のステッカーを発見！

・施設長に話を伺ったところ、深谷市

で行っている事業という事を知る

市役所担当課に相談し、会議での周知を依頼！

車にステッカーを貼
るのであれば負担は
少ないのでは…？



令和５年度の取組 ①
➢年間４回情報交換会を開催

➢全法人が取り組める内容として、「車椅子の貸出」と

「こども１１０番の車」を提案

⇒ こども１１０番の車は、市役所担当課より説明

・全法人から「車椅子の貸出」および「こども１１０番の

車」への協力について了承を頂く

⇒ 深谷市役所の既存事業である「ふかや防犯協力店」、

「AED協力事業所」についても協力することに！ 
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令和５年度の取組 ②

こども１１０番の車 ： 全法人合計１４９台登録

➢「ふかや防犯協力店」、「AED協力事業所」について

⇒ 市役所担当課（自治振興課・消防本部）より説明

⇒ ふかや防犯協力店： １０施設登録

AED協力事業所 ： ８施設登録



令和６年度の取組 ①

➢会則を整備し、「ふかや社会福祉法人社会貢献活動推進

連絡会」を発足

➢１法人につき１口 5,000円以上の年会費を募り、公益的

な取り組み事業を実施

➢年会費を活用した事業について連絡会で参加法人に諮り

「地域のフードパントリー・なんでも相談会」に決定 13



「地域のフードパントリー・なんでも相談会」

➢各法人職員、利用者、市民等から食料品の寄付を募ると

共に連絡会会費、「埼玉県社会貢献活動推進協議会助成

金（２２万円）」を活用し食料品、日用品を購入

➢物価高騰等で生活に困窮している方を対象に、各法人に

来所していただく形で食料配布と生活相談を実施

生活相談会に３８世帯１１１人が申込み
14
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16
▲参加法人職員で協力して食料の箱詰め

▲食料を種類別に分けてスタート
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▲十分な量の食料品・日用品▼

▲同封したチラシ
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▲なんでも相談会の様子

▲相談会後の食料の積み込み



令和６年度の取組 ②

➢小中学校へ施設職員（施設長・ケアマネ・介護士など）を

講師として派遣し、総合的な学習の時間の授業で車椅子の

操作や高齢者疑似体験、講演などを施設の専門職が担う

➢学校の先生は福祉教育を行いたいが、児童・生徒への教え

方が分からないことも・・・

⇒ 普段から高齢者と関わりのある施設職員が

講師となる事でより実践的な授業を行うことが出来た！19



令和６年度の取組 ③

➢障害者施設（１０法人）、児童施設（２１法人）を運営

する法人に声掛けを行い、令和７年度からの連絡会加入

を依頼

令和７年度 ４０法人６４施設でスタート！

【高齢者１２法人、障害者９法人、児童２１法人、社協】

（分野重複を含む） 20



今後の取り組み
➢ 高齢者だけでなく、障害者、児童の分野に領域が広がる事で
様々な取り組みを行うことが出来る。

例えば…
・深谷市版の衣類バンク
⇒ 新品同様の物だけでなく古着の寄付も募り、
必要な方に配布

・高齢者、障害者、児童それぞれの分野の相互交流
⇒ 保育園児と高齢者・障害者の交流や高齢者・障害
者施設の看護師を保育園に派遣し、子供の健康や
救護に関する講習を行っていただくなど…



課題

➢費用（会費）

⇒ 事業を行う上で広報や事業等に費用が掛かる際には

各法人との共通認識を得ることが不可欠！

法人の規模等により協力できる金額・内容は異なる

➢他の分野の法人の強みは…？

⇒ 高齢者の分野は「車椅子の貸出」で共通した取り

組みを行えているが、障害者や児童分野ではどのよう

な強みがあり、どのように協力していけるかを探して

いく



社協として・・・

➢社協だけでも地域福祉や地域づくりは出来るが限界がある

⇒ 社会福祉法人と一緒にやることで出来ることの幅が広がる

⇒ 様々な視点からのアイデアが加わり、住民が豊かになれる

⇒ 社協としての使命達成に近づく

➢社会福祉法人は地域福祉推進の仲間でありパートナー

➢社協として必要なことは『受援力』



社協として・・・

➢ゼロから新規事業をやろうと思うと大変…

⇒ 既存の事業から「出来ること探し」

➢社会福祉法人も何かしたいと思っている

⇒ はじめの一歩を踏み出す仕掛けは社協から！

➢将来ビジョン(未来予想図)は最初からイメージして共有

⇒ 深谷市では、高齢から始めて、障害、児童へも展開

➢合意形成し「とりあえずやれること」からやってみる！
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社協として・・・

➢社会福祉法人の活動をPR

⇒ 市役所発行の冊子（広報ふかやと

一緒に毎戸配布）に協力一覧として

掲載！



社会福祉法人が
公益的な取り組みを実施する意義



社会福祉法人邑元会の紹介

➢深谷市で特別養護老人ホーム「あかつき」および

特別養護老人ホーム「かがやき」を運営

➢さいたま市で障害者支援施設「しびらき」を運営

➢法人の３本柱

・人材育成～福祉の心を未来に受け継ぐ～

・地域貢献～持ちうる能力の還元～

・SDGｓ～誰一人取り残されない社会の実現～



社会福祉法人が公益的な取り組みを実施する意義

➢老人介護や障害者支援を通じて培った、職員一人一人の

能力を地域へ還元できる

➢社会貢献活動を社会福祉法人が実施することにより、

社会福祉法人の価値をアピールすることができる

➢社会貢献活動に地域の子供たちと関わることで、福祉の

必要性や福祉の心を育むことにより次の世代に福祉を

受け継ぐことが出来る



社協や市内の社会福祉法人と連携することの重要性

➢市社協と共同で貢献活動を実施することで、地域の民生

委員や自治会との連携を図ることが可能になる

⇒ 今まで社会福祉法人と地域の関係性が希薄であった

➢制度の狭間で対応が遅れている援護者が、時間をかけず

に対応ができる



施設が協力できること

➢施設の備品や車両・場所などの有効活用

➢未来を担う子供たちに福祉のすばらしさを伝えること

➢福祉職員の派遣をとおし、地域の福祉ニーズに協力できる

こと
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ご清聴ありがとうございました
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